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故
郷
や 

ど
ち
ら
を
見
て
も 

山
笑
う　
　

子
規　

　

早
春
の
候　

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か

に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

今
年
は
羊
年
で
す
。
羊
は
群
れ
を
な
し
、
家
族
の

安
泰
と
平
和
を
表
す
と
い
わ
れ
て
お
り
、
美
し
い
・

善
・
義
な
ど
の
漢
字
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
干
支
の

「
未
」
は
、
未
完
成
・
未
解
決
・
未
来
な
ど
に
使
わ
れ
、

こ
の
字
は
、「
ま
だ
・
・
し
て
い
な
い
」
と
い
う
意
味

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
本
年
は
常
に
前
向
き

に
前
進
し
て
事
に
当
た
り
、
良
い
こ
と
が
次
々
に
起

こ
る
年
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
同
窓
会
役
員
も
新
体
制
に
な
り
、
早
く
も

１
年
５
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
年
は
、「
本
部
及
び

有
田
耐
久
会
総
会
」
の
年
で
あ
り
、
ま
た
「
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
近
畿
総
体
」
や
「
紀
の
国
和
歌
山
国
体
」
も
開

催
さ
れ
ま
す
。
関
東
・
関
西
耐
久
会
の
皆
様
は
、
こ

の
機
会
に
是
非
、
故
郷
和
歌
山
に
お
越
し
下
さ
い
。

　

今
、
本
校
で
は
校
長
先
生
は
じ
め
先
生
方
が
一
丸

と
な
り
、「
耐
久
リ
バ
ー
ス
」
の
学
校
改
革
に
全
力
を

上
げ
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
同
窓
会
役
員
と
致

し
ま
し
て
は
、
出
来
る
限
り
の
応
援
と
協
力
を
す
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
会
員
相
互
の
親
睦
や
旧
交
を
温
め
、
さ

ら
に
「
関
東
・
関
西
・
和
歌
山
・
有
田
耐
久
会
」
と

の
交
流
を
よ
り
深
め
て
、
楽
し
く
・
魅
力
あ
る
同
窓

会
と
な
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
　

耐
久
高
校
マ
ン
ス
リ
ー
タ
イ
ム
ズ
よ
り

中
核
生
徒
育
成
に
つ
い
て

　

本
校
学
校
改
革
（
耐
久
リ
バ
ー
ス
）
の
柱
に
、
耐

久
高
校
に
誇
り
と
自
信
を
持
ち
、
学
校
を
支
え
、
リ
ー

ド
す
る
気
概
を
持
っ
た
生
徒
（
中
核
生
徒
）
を
育
て

る
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
取
組
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
部
活
動
生
や
生
徒
会
役
員
に
よ
る
、「
早
朝
校

内
清
掃
活
動
・
挨
拶
運
動
」
を
10
月
か
ら
行
っ
て
い

ま
す
。
毎
週
月
曜
日
（
休
日
の
場
合
は
翌
日
）
実
施
で
、

生
徒
の
元
気
な
声
が
一
週
間
の
始
ま
り
を
引
き
締
め

て
い
ま
す
。

ロ
ン
グ
ハ
イ
キ
ン
グ
に
つ
い
て　

　

10
月
10 

日
（
金
）・
11 
日
（
土
）、
35
回
目
と
な

る
ロ
ン
グ
ハ
イ
キ
ン
グ
（
２
年
生
）
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
学
校
行
事
は
昭
和
55
年
か
ら
続
く
、
耐
久

ス
ピ
リ
ッ
ツ
を
継
承
す
る
伝
統
行
事
で
す
。
初
日
に

は
、
世
界
遺
産
の
高
野
山
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
後
、
夜
は
宿
坊
で
の
「
ク
ラ
ス
交
流
会
」
で
団
結

を
深
め
ま
し
た
。
明
朝
、
５
時
半
に
起
床
、
朝
食
後
、

宿
坊
を
７
時
に
出
発
し
、
高
野
山
山
門
か
ら
花
園
温

泉
を
経
由
、
有
田
川
町
久
野
原
ま
で
の
32
・
8
k
m 

の
道
の
り
を
、
最
速
の
生
徒
は
４
時
間
程
で
踏
破
し

ま
し
た
。
天
候
に
恵
ま
れ
、自
然
豊
か
な
山
林
を
歩
く
、

ロ
ン
グ
ハ
イ
キ
ン
グ
に
は
絶
好
の
日
和
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
ロ
ン

グ
ハ
イ
キ
ン
グ

に
は
、
清
水
校

長
先
生
も
参
加

し
、
見
事
、
完

歩
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
や
保
護
者

の
方
々
の
ご
協

力
の
お
陰
で
、

こ
の
行
事
を
ス

ム
ー
ズ
に
運
営

で
き
た
こ
と
に

感
謝
い
た
し
ま

す
。

人
権
学
習
講
演
会
に
つ
い
て

　

10
月
20 

日
（
月
）、
全
校
一
斉
の
人
権
学
習
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
本
校
卒
業
生
で
大

阪
家
庭
裁
判
所
調
査
官　

松
下
（
山
﨑
）
礼
子
さ
ん

（
高
46
期
）
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、「
家
庭
裁
判

所
調
査
官
が
出
会
う
人
達
を
通
じ
て
の
、
少
年
事
件
、

家
庭
問
題
等
、
今
日
の
社
会
的
な
問
題
や
人
権
問
題
」

に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
家
庭
裁
判
所

調
査
官
と
い
う

日
ご
ろ
馴
染
み

が
な
い
仕
事
に

つ
い
て
、
具
体

的
に
ご
紹
介
い

た
だ
き
、
進
路

や
職
業
理
解
の

面
で
も
視
野
が

広
が
っ
た
講
演

会
と
な
り
ま
し

た
。

同
窓
会
長    

大 

西 

義 

弘
（
高
16
期
）

ご　

あ　

い　

さ　

つ

支
部
連
絡
先

 和歌山耐久会 
会　長　田　辺　善　彦
〒640-8144  和歌山四番丁 26番地の 2

田辺法律事務所
Tel  073-431-2801

 関 西 耐 久 会 
会　長　則　岡　宏　牟
幹事長　地　引　民　子

〒563-0017  大阪府池田市伏尾台 3-8-1
Tel  072-753-1219

 関 東 耐 久 会 
会　長　大　野　博　司

〒 160-0022  東京都新宿区新宿 1-3-12-1002
株式会社 オフィス ココ　桜バンケット

Tel  03-3359-9520

 有 田 耐 久 会 
会　長　吉　松　敏　隆

〒643-0004  有田郡湯浅町湯浅 1985
耐久高等学校・同窓会事務局

Tel  0737-62-4148

同窓会のホームページURL　http://taikyukai .net/



耐久高等学校同窓会報　　　　第35号（ 3 ）

平
成
26
年
10
月
18
日
（
土
）
夕
刻　

　

大
西
義
弘
同
窓
会
長
、
吉
松
敏
隆
有
田
耐
久
会
会
長

を
は
じ
め
、
同
窓
会
員
十
数
名
が
松
明
を
手
に
「
稲
む

ら
の
火
祭
り
」
に
参
加
し
た
。

　

夕
闇
迫
る
中
、
か
が
り
火
か
ら
点
火
さ
れ
た
松
明
が

次
々
と
列
を
作
り
な
が
ら
進
み
始
め
る
。
広
川
庁
舎
を

疾
風
太
鼓
の
勇
壮
な
響
き
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
出
発

し
、
町
な
か
を
静
か
に
進
ん
で
ゆ
く
松
明
の
長
い
列
。

炎
が
揺
れ
、
煙
が
柔
ら
か
く
そ
の
上
を
歩
く
。
懐
か
し

い
色
合
い
で
織
ら
れ
た
幻
想
的
な
光
景
―
。

　

広
八
幡
神
社
の
手
前
の
田
ん
ぼ
で
は
、
積
み
上
げ
ら

れ
た
稲
わ
ら
に
火
が
点
け
ら
れ
た
。
燃
え
上
が
る
炎
、

ま
さ
に
火
祭
り
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
。
濱
口
梧
陵
翁
の

熱
い
思
い
が
歓
声
と
共
に
全
身
を
包
ん
だ
。　

松
明
奉

納
後
、心
も
温
ま
る
「
稲
む
ら
う
ど
ん
」
を
い
た
だ
い
た
。

「
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
」

　

初
め
て
の
参
加
で
し
た
が
、
多
く
の
方
々
の
参
加

と
周
到
な
準
備

に
支
え
ら
れ
て

十
二
回
目
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と

に
感
銘
し
、
こ

の
火
祭
り
の
意

義
の
深
さ
を
改

め
て
感
じ
ま
し

た
。

池
永　

義
子

（
高
21
期
）

「
稲
む
ら
の
火
祭
り
」
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

　

10
月
18 

日
（
土
）
夕
刻
、
広
川
町
に
お
い
て
「
稲
む

ら
の
火
祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
14
年
か
ら
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
の
行
事
に

今
年
は
、
本
校
軟
式
野
球
部
員
（
６
名
）
が
運
営
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、
ゴ
ー
ル
地
点
の
広
八
幡
神

社
で
参
加
者
に

振
る
舞
わ
れ
る

「
稲
む
ら
う
ど

ん
」
コ
ー
ナ
ー

整
理
に
あ
た
り

ま
し
た
。
混
雑

し
た
境
内
で
の

子
ど
も
達
の
安

全
確
保
等
が
目

的
で
、
共
助
の

精
神
を
実
感
す

る
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

元
東
京
大
学
名
誉
教
授
・
文
化
勲
章
受
章
者

で
、
本
校
の
玄
関
に
展
示
さ
れ
て
い
る
瀬
藤
象

二
先
生
（
旧
中
２
期
）
の
ご
子
息
瀬
藤
進
一
様

と
そ
の
ご
長
男
の
健
様
が
、
9
月
20
日
（
土
）、

神
奈
川
県
よ
り
来
校
さ
れ
た
。

　

本
校
で
は
、
昭
和
62
年
よ
り
現
在
ま
で
先
生

が
受
章
さ
れ
た
文
化
勲
章
を
大
切
に
保
管
し
記

念
式
典
等
で
展
示
・
公
開
し
て
き
た
。

　

こ
の
度
、
ご
高
齢
（
96
才
）
に
な
ら
れ
た
進

一
様
名
義
の
預
り
証
を
健
様
名
義
に
変
更
し

て
、
清
水
校
長
よ
り
手
渡
さ
れ
、
今
後
も
こ
れ

ま
で
同
様
大
切
に
保
管
し
活
用
さ
せ
て
頂
く
こ

と
を
お
約
束
し
た
。

同窓会活動報告

耐久高校文化祭への参加
瀬藤氏来校
関西耐久会総会（ホテル大阪ベイタワー）
稲むらの火祭り参加
四役会
会報委員会
会報委員会

組織強化支援事業高35期同窓会（橘家）
組織強化支援事業高63期同窓会（橘家）
本部・有田耐久会役員新年会
会報委員会
卒業生クラス代表との懇談会
第66回卒業証書授与式

2014（Ｈ26）年

2015（Ｈ27）年

13
20
 5
18
２5
2

 15

 3
 3
30
2
27
2

9．

 10．

 11．
 12．

1．
　

　2．

  3．

左から 清水校長・瀬藤進一氏・健氏・悦二氏・大西会長

松
明
か
か
げ 

―
稲
む
ら
の
火
祭
り
―

瀬
藤
象
二
氏
ご
子
息
来
校

大橋歯科・矯正歯科
大 橋 寛 治 （高14期）

大 橋 一 範 （高46期）

予約制TEL（0737）63-6
ム シ バ

4 8 0
ゼロ

有田郡湯浅町島ノ内 1267

同窓会への問いかけ・ご提言は、何なりとお申し出下さい。（事務局）

読売I.C.湯浅
池 辺 正 晴（高15期）
湯浅町港区2 8 9 4

TEL 63－2696  FAX 63－3517

垣  内  欣  久（高 15期）
本　　店　湯浅町別所 342-1
TEL（0737）63-5855

和歌山店　和歌山市里 45-1
TEL（073）462-7003

醸造元
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平
成
26
年
10
月
26
日
（
日
）、
第
４
回
大

阪
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
、
汗
ば
む
陽
気
の

な
か
約
３
万
人
の
市
民
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

組
織
委
員
会
に
よ
る
と
、
今
回
の
大
会
に

は
過
去
最
高
の
14
万
５
４
７
３
人
が
応
募

し
、
抽
選
で
２
万
９
９
４
２
人
が
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
（
４
２
・
１
９
５
㎞
）、
２
０
３
９
人
が

チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
（
８
・
８
㎞
）
に
挑
み
ま

し
た
。
当
日
の
大
阪
市
の
最
高
気
温
は
26
・

１
度
。
市
消
防
局
に
よ
る
と
、
50
人
ほ
ど
が

熱
中
症
や
脱
水
症
で
病
院
に
運
ば
れ
た
よ
う

で
す
。

　

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
出
場
選
手
で
の
最
高
齢
は

89
歳
。
和
歌
山
県
有
田
市
在
住
の
上
野
山
馨

氏
で
す
。〝
健
康
一
番
卆
寿
に
駆
け
る
〞
と
、

背
中
に
書
い
た
赤
い
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ャ
ツ
の

姿
で
颯
爽
と
駆
け
抜
け
て
、
見
事
に
６
時
間

42
分
７
秒
の
タ
イ
ム
で
元
気
に
ゴ
ー
ル
さ
れ

ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
、
今
大
会
か
ら
新
設

さ
れ
た
最
高
年
齢
で
完
走
さ
れ
た
方
の
名
誉

を
讃
え
る
『
ス
ー
パ
ー
シ
ニ
ア
賞
』
を
受
賞

さ
れ
る
と
と
も
に
、
年
齢
別
の
「
85
歳
以
上

の
部
」
で
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
10
月
に
も
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
、

一
ヶ
月
後
の
11
月
に
は
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
に
出

場
し
、
す
べ
て
を
完
走
さ
れ
、
85
歳
か
ら
90

歳
の
年
齢
別
で
優
勝
さ
れ

ま
し
た
。「
80
歳
以
上
の
完

走
は
ほ
と
ん
ど
無
い
の
に

…
…
」
と
大
会
関
係
者
は

大
変
驚
い
た
そ
う
で
す
。

　

上
野
山
氏
は
、
和
歌
山

県
職
員
と
し
て
、
薬
剤
師

の
業
務
を
担
当
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
を

始
め
た
の
は
、
薬
剤
師
と

し
て
病
院
に
勤
め
て
い
た

40
代
の
頃
か
ら
だ
そ
う
で
、
同
じ
病
院
に
勤

務
し
て
い
た
医
師
に
誘
わ
れ
、
最
初
は
短
距

離
を
走
っ
て
い
ま
し
た
が
、
１
㎞
、
２
㎞
と

距
離
を
延
ば
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

60
歳
で
退
職
し
た
後
初
め
て
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
日
本
国

内
だ
け
で
な
く
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ニ
ュ
ー

ジ
ラ
ン
ド
、
ハ
ワ
イ
な
ど
外
国
で
開
催
さ
れ

た
大
会
へ
の
出
場
は
40
回
以
上
に
上
り
、
す

べ
て
完
走
。
64
歳
の
時
に
は
、
１
０
０
㎞
を

走
る
『
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
』
に
初
参
加
し
、

そ
の
後
10
回
も
完
走
さ
れ
、
友
人
は
敬
意
を

込
め
て
『
怪
物
』
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

な
ぜ
、
マ
ラ
ソ
ン
に
ひ
か
れ
る
の
で
す
か

と
尋
ね
ま
す
と
、「
距
離
が
長
い
ほ
う
が
お

も
し
ろ
い
。
ゴ
ー
ル
し
た
と
き
は
気
持
が
い

い
か
ら
」、「
走
る
の
を
苦
し
い
と
思
っ
た
こ

と
は
な
い
し
、
走
ら
な
い
方
が
身
体
が
悪
く

な
り
そ
う
。
く
せ
み
た
い
な
も
ん
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
今
で
は
、「
健
康
の
た
め
に
走
っ

て
い
る
ん
や
よ
。
今
年
も
走
れ
た
ら
健
康
の

証
や
よ
」
と
マ
ラ
ソ
ン
が
、
健
康
診
断
の
代

わ
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

完
走
の
た
め
に
は
日
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

は
欠
か
し
ま
せ
ん
。

　

毎
日
、
両
足
首
に
１
・
５
㎏
の
重
り
を
付

け
て
椅
子
に
座
り
、
約
１
時
間
半
を
か
け

１
万
回
、
も
も
上
げ
ト
レ
ー
ニ
ン
ン
グ
を
し

ま
す
。

　
「
朝
早
く
起
き
て
外
に
出
て
、
明
る
い
月

を
見
な
が
ら
風
を
感
じ
て
走
る
の
は
気
持
ち

え
え
」
と
、
深
夜
３
時
頃
か
ら
一
日
20
㎞
を

走
り
、
大
会
が
近
づ
く
と
距
離
を
伸
ば
し
、

時
に
は
40
㎞
近
く
を
走
り
ま
す
。

　

毎
朝
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
中
、
必
ず
立
ち
寄

る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
９
年
前
に
亡
く
な
ら

れ
た
奥
様
の
お
墓
で
す
。
奥
様
が
生
前
の
時

は
、
い
つ
も
自
転
車
で
一
緒
に
つ
い
て
応
援

し
て
い
ま
し
た
。「
家
内
は
今
も
一
緒
に
つ

い
て
く
れ
て
い
る
。
真
面
目
な
人
や
っ
た
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
、
今
で
は
『
奥
様

と
の
思
い
出
の
写
真
』
を
必
ず
持
っ
て
走
っ

て
い
ま
す
。

　

先
日
、
上
野
山
氏
を
お
訪
ね
し
た
時
、「
老

化
は
止
め
ら
れ
な
い
け
ど
、
体
を
動
か
す
こ

と
で
老
化
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

う
ん
よ
。
そ
れ
か
ら
今
は
若
い
人
と
で
き
る

だ
け
付
き
合
う
よ
う
に
し
て
い
る
ん
よ
。
私

の
現
在
の
夢
は
、
90
歳
で
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に

挑
戦
す
る
こ
と
で
す
よ
」
と
語
る
表
情
は
、

実
に
生
き
生
き
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。

文
責　

同
窓
会
長　

大
西 

義
弘
（
高
16
期
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

・
大
正
14
年
８
月
６
日
有
田
市
生
ま
れ

・
県
立
耐
久
中
学
校
第
36
期
（
昭
和
18
年
卒
業
）

・
元
和
歌
山
県
職
員
（
薬
剤
師
）

・
現
在
、
和
歌
山
走
ろ
う
会
、
わ
か
や
ま
ラ
ン
ニ

ン
グ
ク
ラ
ブ
、〝
熱
走
〞
湯
浅
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク

ラ
ブ　

所
属

上 

野 

山　
　

馨

89
歳
現
役
ラ
ン
ナ
ー

最近まぎらわしい呼びかけの電話や郵便が多くなった様です。十分ご注意下さい。
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平
成
26
年
10
月
5
日
（
日
）、
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ

タ
ワ
ー
に
ま
た
、
１
６
０
人
も
の
耐
久
高
校
卒
業

生
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

萩
平
温
子
さ
ん
（
高
10
期
）
と
菊
山
ひ
ろ
み
さ

ん
（
高
13
期
）
の
リ
ー
ド
で
「
し
の
の
め
な
び
く

…
…
」
と
校
歌
を
声
た
か
ら
か
に
歌
え
ば
、
そ
こ

は
す
で
に
耐
久
！

　

則
岡
宏
牟
新
会
長
（
高
18
期
）
の
元
気
な
挨
拶

に
続
き
、
大
西
義
弘
本
部
会
長
（
高
16
期
）
か
ら

お
祝
い
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
、
清
水
博
行
校
長

（
高
29
期
）
か
ら
は
現
耐
久
の
が
ん
ば
り
の
様
子
を

う
か
が
い
ま
し
た
。
関
東
、
和
歌
山
、
有
田
の
耐

久
会
か
ら
会
長
副
会
長
の
ご
出
席
は
耐
久
会
の
結

束
の
強
さ
を
感
じ
、
湯
浅
町
長
、
広
川
町
長
の
ご

出
席
は
懐
か
し
い
故
郷
を
身
近
に
思
い
ま
す
。

　

メ
イ
ン
は
、「
理
科
？
社
会
？
薬
学
？
歴
史
？

経
済
？
政
治
？
哲
学
？
」
を
ジ
ョ
ー
ク
と
い
う
オ

ブ
ラ
ー
ト
に
く
る
ん
で
、
ゴ
ッ
ク
ン
と
飲
み
込
ん

だ
よ
う
な
講
演
会
。
１
時
間
で
、
ず
い
ぶ
ん
頭
が

す
っ
き
り
賢
く

な
っ
た
よ
う
な

気
分
に
な
り
ま

し
た
。
そ
ん
な

す
て
き
な
講
師

は
、
高
18
期
の
成
戸
昌
信
様
（
現
東
レ
顧

問
・
工
学
博
士
）
で
す
。
や
さ
し
い
お
人

柄
が
お
話
の
中
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
に
、
50
人
以
上
の
高
18
期
の

応
援
団
を
連
れ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
乾
杯
の
ご
発
声
は
、
元
虎
風

荘
寮
長
の
梅
本
正
之
様
（
高
7
期
）
で
す
。
紀
州

の
味
覚
も
登
場
し
て
、
盛
り
上
が
っ
て
き
た
と
こ

ろ
に
、
大
音
響
!!　

本
場
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
バ
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
唖
然
と
す
る
み
ん
な
の
間
を

踊
り
歩
き
、
瞬
く
間
に
会
場
を
陽
気
な
雰
囲
気
に

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
最
後
は
ス
テ
ー
ジ
で
即
席

の
踊
り
子
た
ち
と
楽
し
く
踊
り
ま
し
た
。

　

い
つ
も
の
期
毎
の
写
真
撮
影
。今
回
は
何
と
い
っ

て
も
高
18
期
が
最
大
出
席
者
数
。
2
位
は
い
つ
も

の
高
15
期
。
高
31
・
32
期
が
あ
わ
せ
て
7
名
と
い

う
若
返
り
が
何
に
も
増
し
て
す
ば
ら
し
い
。
そ
の

若
者
た
ち
が
、
力
い
っ
ぱ
い
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く

れ
、
西
田
賢
一
郎
副
会
長
（
高
12
期
）
の
閉
会
の

挨
拶
で
今
年
の
関
西
耐
久
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

27
年
は
10
月
4
日
（
日
）
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ

ワ
ー
で
行
い
ま
す
。
則
岡
会
長
を
中
心
に
、
幹
事

一
同
知
恵
を
出
し
合
い
、
楽
し
く
少
し
た
め
に
な

る
総
会
を
計
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
出
席
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

幹
事
長　

地
引 

民
子
（
高
17
期
）

　

駐
車
場
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
か

ら
、
家
族
連
れ
、
バ
イ
ク
・
車
好
き

の
お
じ
さ
ん
た
ち
が
続
々
降
り
て
く

る
。
こ
の
時
ば
か
り
は
、
田
舎
の
村

里
が
人
で
あ
ふ
れ
る
。
公
開
は
延

べ
10
回
を
数
え
る
。
多
い
時
に
は

２
０
０
０
人
が
来
場
し
た
。

　
「
牟
三
荘
」
は
、
関
西
耐
久
会
会

長
の
則
岡
宏
牟
氏
が
、
自
費
で
オ
ー

プ
ン
し
た
。
約
１
５
０
０
坪
の
敷
地

に
、
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
カ
ー
２
０
０
台
・

ビ
ン
テ
ー
ジ
バ
イ
ク
１
５
０
台
を
収

容
す
る
二
階
建
て
展
示
倉
庫
、
ラ
イ

ブ
ハ
ウ
ス
、
立
山
か
ら
運
ん
だ
60
人

乗
り
の
ト
ロ
ッ
コ
列
車
が
あ
る
。

　

則
岡
氏
は
、
伊
丹
市
で
建
築
業
を

営
む
。
若
い
頃
か
ら
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク

カ
ー
収
集
が
趣
味
で
、
月
給
１
万
円

の
頃
、
７
〜
８
万
円
も
す
る
車
も
購

入
し
た
。
40
年
間
コ
ツ
コ
ツ
集
め
た

車
は
３
０
０
台
を
越
え
た
。「
こ
れ

ら
の
車
を
、
故
郷
に
展
示
公
開
し
た

い
、
合
わ
せ
て
有
田
川
町
の
活
性
化

に
役
立
ち
た
い
」
と
の
願
い
を
込
め

て
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
完
成
さ
せ
た
。

　

大
が
か
り
な
工
事
は
専
門
業
者
に

任
せ
る
が
、
他
は
則
岡
氏
の
友
人
や

高
18
期
の
同
級
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
手
伝
う
。
中
で
も
ト
ロ
ッ
コ
線
路

敷
設
は
真
夏
炎
天
下
の
汗
だ
く
作
業

が
３
ヶ
月
続
い
た
。

　

作
業
日
や
公
開
日
は
、
女
性
陣
の

炊
き
出
し
も
あ
り
、
さ
な
が
ら
ミ
ニ

同
窓
会
と
な
る
。

「
ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
線
路
延
長
と
小

川
に
ホ
タ
ル
を
飛
ば
そ
う
」
す
で
に

カ
ワ
ニ
ナ
が
放
た
れ
て
い
る
。
則
岡

氏
と
仲
間
た
ち
の
ド
ラ
マ
は
、
ま
だ

ま
だ
終
わ
ら
な
い
。

　

み
な
さ
ん
是
非
、
一
度
「
牟
三
荘
」

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

 

坂
本　

康
寛
（
高
18
期
）

関
西
耐
久
会
会
長　

則
岡
宏
牟
氏
（
高
18
期
）　　

有
田
川
町
土
生
に
「
和
歌
山
牟
三
荘
」
開
設

関
西
耐
久
会

耐
久
会　

行
こ
ら
行
こ
ら
と　

秋
の
声

　

関
西
耐
久
会
総
会
・
懇
親
会
開
催

貸し出し用校章小旗と名札を用意しています。同期会の集いに、ご利用下さい。（事務局）
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平
成
26
年
9
月
10
日
（
水
）、
有
田
東
急
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
於
い
て
、

恒
例
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
は
6
組
23
名

の
参
加
と
、
い
つ
も
に
比
べ
て
少
し
小
規
模
の
会
と
な
り
ま
し
た
が
、

参
加
者
全
員
、
気
心
の
知
れ
た
仲
間
と
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
田
尻
満
男
さ
ん
（
37
年
卒
）
が
グ
ロ
ス
80
、
ネ
ッ
ト
70
・
4

で
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
大
西
和
彦
さ
ん
（
52
年
卒
）
も
グ
ロ
ス
80
で

し
た
が
、
年
齢
に
よ
り
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
も
田
尻
さ
ん
と
な
り
ま
し

た
。
田
尻
さ
ん
、
ダ
ブ
ル
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
有
馬
多
寿
子
さ
ん
（
44
年
卒
）
が
今
回
初
め
て
参
加
さ
れ
、

同
級
生
の
方
4
人
で
一
日
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
よ
う
で
し
た
。
女

性
の
方
も
男
性
の
方
に
負
け
ず
に
多
数
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
会
を

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
は
、
3
月
18
日
（
水
）
に
有
田
東
急
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
御
参
加
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

柏
原　

政
夫
美
（
高
19
期
）

　
「
な
ぎ
の
木
」
を
検
索
中
に
貴
同
窓
会
報
「
耐
久
」
第
34
号
を
拝
見

い
た
し
ま
し
た
。

　

私
も
定
年
退
職
後
に
ボ
ケ
防
止
の
一
つ
に
と
、自
分
の
名
前
（
梛
野
）

の
ル
ー
ツ
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　
『
夕
日
に
映
ゆ
る
那
耆
の
海
』
が
、
何
時
頃
の
季
節
で
、
ど
の
よ
う

な
色
で
、
ど
の
よ
う
な
景
観
な
の
か
を
観
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

40
本
の
「
梛
の
木
」
が
、
皆
様
の
心
の
込
も
っ
た
掌
で
植
え
ら
れ

た
と
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
１
０
０
０
年
の
時
を
超
え
て
、

広
川
町
の
御
神
木
と
し
て
皆
様
と
共
に
成
長
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

名
古
屋
市
在
住　

梛
野　

友
栄

　

秋
も
深
ま
り
ゆ
く
11
月
９
日
、
関
東
耐
久

会
は
恒
例
の
秋
の
行
事
を
開
催
し
ま
し
た
。

前
回
の
新
歌
舞
伎
座
で
の
歌
舞
伎
観
劇
が
好

評
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
回
も
ま
た
歌

舞
伎
観
劇
会
と
な
り
ま
し
た
。　
　

　

こ
の
日
の
演
目
は
、「
寿
式
三
番
叟
」「
井

伊
大
老
」「
熊
谷
陣
屋
」。「
寿
式
三
番
叟
」

は
、
厳
粛
さ
と
躍
動
感
溢
れ
る
五
穀
豊
穣
を

祈
る
舞
踊
で
、
染
五
郎
、
松
緑
が
華
や
か
な

衣
装
と
若
々
し
い
舞
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し

た
。「
井
伊
大
老
」
は
、
国
難
に
立
ち
向
か
う

男
の
心
情
と
直
弼
の
人
間
性
を
描
い
た
名
作

で
、
中
村
吉
右
衛
門
演
ず
る
直
弼
が
、
雪
の

降
り
し
き
る
桜
田
門
外
で
暗
殺
さ
れ
る
場
面

は
、
歌
舞
伎
の
様
式
美
の
中
に
歴
史
的
事
件

を
見
事
に
昇
華
さ
せ
て
圧
巻
で
、
感
動
の
舞

台
で
し
た
。「
熊
谷
陣
屋
」
は
、
源
平
争
乱
に

材
を
取
っ
た
、
戦
乱
の
世
の
無
常
が

胸
を
打
つ
時
代
物
で
、
熊
谷
直
実
は

松
本
幸
四
郎
。「
吉
例
顔
見
世
大
歌
舞

伎
」
だ
け
に
豪
華
な
顔
ぶ
れ
で
、《
日

本
文
化
の
華
》
歌
舞
伎
を
堪
能
し
た

一
日
で
し
た
。

　

芸
術
鑑
賞
の
後
は
、
浜
離
宮
を
一
望
す
る

レ
ス
ト
ラ
ン
に
場
所
を
移
し
、
絶
品
の
フ
ラ

ン
ス
料
理
に
舌
鼓
し
な
が
ら
和
や
か
に
歓
談

し
ま
し
た
。
今
回
の
参
加
者
は
３
６
名
で
、

ご
家
族
で
の
参
加
や
、
初
め
て
参
加
さ
れ
た

方
も
交
え
て
、
賑
や
か
な
懇
親
会
と
な
り
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
こ
の
会
は
い
い
ね
」

「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」「
来
年
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
」
と
の
声
が
聞
か
れ
、
夕
刻
に

は
朝
方
心
配
さ
れ
た
お
天
気
も
す
っ
か
り
回

復
し
て
の
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
て
下
さ
っ
た
方
々
に
お
礼
を
申
し

上
げ
る
と
共
に
、
次
回
も
よ
り
多
く
の
方
々

の
参
加
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
前
郁
夫
幹
事
長
の
特
別
な
御
計
ら

い
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
パ
ス
テ
ル
亭
に
は
と
て

も
良
く
し
て
頂
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。　
　
　
　
　
　

富
山　

節
子
（
高
20
期
）

な
ぎ
の
木
を
植
樹

有
田
耐
久
会

第
12
回
有
田
耐
久
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

関
東
耐
久
会

「
関
東
耐
久
会
秋
の
行
事
」開
催

メールアドレス　j imukyoku@taikyukai .net

ei-kobata@kbts.jp

損害保険・生命保険・
ファイナンシャルプランナー事務所

（高37期・S60年卒）
代表 川  島  忠  弘柏　原　政夫美（高19期）

〒 643-0032 有田郡有田川町天満 60 ‒ 1
ＴＥＬ（0737）52－ 5235
ＦＡＸ（0737）52－ 5630
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　　　　　　　　　　　　　　　25 年度予算・決算書　　　　　　　　　耐久高等学校同窓会
平成 25年 4月 1日～平成 26年 3月 31日

1. 収入の部    
25 年度予算額 25年度決算額 増　　　減 備　　　　　考

入 会 金 2,400,000 2,412,500 12,500 全日制236名＊10,000定時制 21名＊ 2,500
会 報 広 告 100,000 113,440 13,440 会報 32・33号広告代
会 報 協 賛 金 150,000 140,600 -9,400 有田耐久会他より
寄 付 金 200,000 149,764 -50,236 各期同窓会より
雑 収 入 30,000 26,761 -3,239 預金利息他
収 入 計 2,880,000 2,843,065 -36,935 
前 期 繰 越 金 1,918,459 1,918,459 0 
収 入 合 計 4,798,459 4,761,524 -36,935 

2. 支出の部    
25 年度予算額 25年度決算額 増　　　減 備　　　　　考

１．運　営　費
会 議 費 50,000 29,800 -20,200 役員会他
渉 外 費 50,000 46,590 -3,410 タイムス他広告費
負 担 金 50,000 31,000 -19,000 県高等学校同窓会連絡協議会参加費他
旅 費 100,000 112,800 12,800 各支部総会出席旅費他
運 営 費 計 250,000 220,190 -29,810 

２．活　動　費
総 会 費 300,000 253,696 -46,304 総会諸費用
母 校 援 助 費 600,000 607,528 7,528 国際理解、全国大会出場祝、文化祭応援
同 窓 会 報 費 600,000 520,420 -79,580 会報 32・33号印刷、封筒、郵送代
助 成 費 200,000 120,000 -80,000 各支部・期への援助
雑 費 150,000 133,041 -16,959 講演会謝礼他
活 動 費 計 1,850,000 1,634,685 -215,315 

３．諸　　　費
事 務 費 50,000 41,750 -8,250 切手、はがき、大封筒他
慶 弔 費 100,000 143,310 43,310 記念品他
払 戻 金 50,000 90,000 40,000 転出生
諸　 費　 計 200,000 275,060 75,060 
支　 出　 計 2,300,000 2,129,935 -170,065 

４．繰　出　金
基 本 金 240,000 243,118 3,118 利息増　きのくに信用定期へ
積 立 金 200,000 200,000 0 きのくに信用定期へ
同窓会館設立基金 500,000 501,753 1,753 利息増　ゆう貯へ
繰 出 金 計 940,000 944,871 4,871 

５．予　備　費 1,558,459 0 -1,558,459 
支 出 合 計 4,798,459 3,074,806 -1,723,653 
次 期 繰 越 金 1,686,718 

同窓会会計について
※収入…25年度は、入会金として全日制 10,000 円（26 年度より 5,000 円）・定時制 2,500 円を終身会費として頂

いています。（中途転校・退学の場合は返金）他に同窓生各期や個人からの協賛金や寄付金など。
※支出…クラブ支援、国際交流、講演会、会報などの学校援助に直接・間接に還元。卒業後は、同窓生間や母校の情

報を名簿や会報を通じて提供、各期の同窓会開催に援助、母校の支援、会の運営費ほか。

郵便振替口座の開設について（口座番号）00900-5-298293（口座名称）和歌山県立耐久高等学校同窓会（加入者払込局）湯浅郵便局
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昭
和
31
年
卒
業
以
来
、
こ
の
度
5
度

目
の
同
窓
会
は
77
才
喜
寿
を
迎
え
て
の

開
催
で
し
た
。

　

平
成
26
年
11
月
8
日
（
土
）
大
阪
あ

べ
の
「
都
ホ
テ
ル
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

卒
業
以
来
59
年
に
な
り
ま
す
。
女
性
31

名
男
性
18
名
の
49
名
の
出
席
で
し
た
。

　

11
時
の
受
付
に
も
早
い
方
は
前
日
か

ら
、
湯
浅
か
ら
は
貸
し
切
り
バ
ス
で
9

時
30
分
に
到
着
。
隣
接
の
ア
ベ
ノ
ハ
ル

カ
ス
へ
朝
の
オ
ー
プ
ン
早
々
昇
っ
て
こ

ら
れ
た
方
、
毎
回
出
席
の
方
、
初
め
て

の
方
、
遠
方
、
近
隣
か
ら
と
5
階
フ
ロ

ア
ー
で
は
11
時
の
受
付
を
待
た
ず
、
そ

れ
ぞ
れ
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。

　

受
付
に
て
、
名
札
、
名
簿
（
出
席
者

一
覧
・
物
故
者
）、
お
土
産
が
配
布
さ
れ
、

8
人
掛
け
、
9
人
掛
け
に
着
席
。
開
会

に
先
立
ち
、
司
会
の
中
井
由
純
さ
ん
よ

り
、
幹
事
長
の
場
野
君
が
10
月
下
旬
に

心
筋
梗
塞
で
緊
急
入
院
さ
れ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
集
合
写
真
は
賑
や

か
に
約
10
分
で
撮
り
終
え
、
各
テ
ー
ブ

ル
に
落
ち
着
い
た
と
こ
ろ
で
、
幹
事
長

代
行
の
三
浦
の
開
会
の
挨
拶
。

　

同
窓
は
２
４
５
人
で
す
。
不
明
者
、

物
故
者
に
黙
祷
が
あ
り
、
原
猛
さ
ん
の

乾
杯
の
音
頭
で
宴
と
な
り
ま
し
た
。
宴

の
な
か
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
況
報
告
、

関
西
地
区
在
住
の
青
石
弘
さ
ん
か
ら
地

区
情
報
、「
関
西
耐
久
会
は
毎
年
10
月
第

一
日
曜
日
開
催
」
を
宣
伝
を
兼
ね
て
挨

拶
。
関
東
地
区
は
北
野
正
治
さ
ん
か
ら

関
東
耐
久
会
の
こ
と
、「
行
事
が
あ
る

度
に
集
ま
る
」。
高
木
綾
乃
さ
ん
か
ら

　

年
末
か
ら
の
厳
し
い
寒
波
で
寒
い
新
春
と
な
っ
た
1

月
3
日
、
第
35
期
生
（
昭
和
58
年
卒
業
）
の
同
窓
会
が

有
田
市
「
橘
家
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
学
年
は
入

学
時
４
９
５
名
で
11
ク
ラ
ス
あ
り
、
10
、
11
組
は
プ
レ

ハ
ブ
の
教
室
で
し
た
。
そ
ん
な
大
所
帯
だ
っ
た
私
た
ち

の
同
窓
会
が
5
年
前
の
45
歳
の
時
に
初
め
て
開
催
さ

れ
、「
5
年
後
、
50
歳
の
同
窓
会
で
ま
た
会
お
う
」
と

の
約
束
の
も
と
、
今
回
、
同
級
生
１
６
８
名
、
恩
師
の

先
生
方
4
名
（
小
槙
、
原
、
小
林
、
吉
田
先
生
）
の
総

勢
１
７
２
名
が
参
加
し
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
受
付
で
、
名
前
と
顔
が
わ
か
る
よ
う
に
と
卒
業

ア
ル
バ
ム
の
顔
写
真
入
り
の
名
札
を
渡
さ
れ
る
の
で
す

が
、
中
に
は
そ
の
変
わ
り
よ
う
に
「
え
っ
」
と
驚
き
を

隠
せ
な
い
受
付
係
も
い
た
と
か
…
…
。
受
付
を
済
ま
せ

た
あ
と
は
2
組
に
分
か
れ
て
ス
タ
ジ
オ
で
集
合
写
真
を

撮
り
い
よ
い
よ
会
場
へ
。

　

会
場
で
は
、
何
か
5
年
前
の
同
窓
会
が
続
い
て
い
る

よ
う
な
不
思
議
な
雰
囲
気
で
、
既
に
盛
り
上
が
っ
て
い

る
ク
ラ
ス
も
あ
る
中
、
田
代
利
彦
君
が
今
年
開
催
さ
れ

る
『
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
』
を
さ
り
げ
な
く
Ｐ
Ｒ
す

る
な
ど
、
流
暢
な
司
会
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
幹
事
団
を
代
表
し
て
大
橋
が
開
会
の
挨
拶

を
行
な
っ
た
後
、
物
故
者
へ
の
冥
福
を
祈
り
全
員
で
黙

祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
4
名
の
先
生
方
を
紹
介
し
、

代
表
で
原
秀
明
先
生
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
吉
田
元

重
先
生
の
力
強
い
乾
杯
の
ご
発
声
で
同
窓
会
が
開
宴
さ

れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
談
笑
し
て
い
ま
し
た
が
、

い
つ
の
間
に
か
グ
ラ
ス
片
手
に
移
動
し
な
が
ら
、
仕
事

の
こ
と
や
昔
話
に
花
が
咲
き
、
会
場
全
体
が
、
飲
み
、

食
べ
、
笑
い
、
語
ら
い
、
と
大
き
な
熱
気
に
包
ま
れ
、

背
中
に
汗
が
に
じ
む
ほ
ど
暑
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
は
、
お
年
玉
や
ア
メ
リ
カ
か
ら
出

席
し
て
く
れ
た
柳
瀬
隆
君
か
ら
の
景
品
も
あ
り
、
ビ
ン

ゴ
カ
ー
ド
を
手
に
、
進
行
の
林
猶
人
君
が
読
み
上
げ
る

数
字
に
一
喜
一
憂
す
る
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
気
が
つ
け
ば
知
ら
な
い
う
ち
に
時
間
が
過
ぎ
、

「
5
年
後
、
55
歳
で
の
再
会
」
を
約
束
し
て
、
1
次
会

が
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

2
次
会
は
引
き
続
き
同
じ
会
場
で
行
わ
れ
、
ほ
と

ん
ど
の
同
級
生
が
残
り
ク
ラ
ス
や
ク
ラ
ブ

ご
と
に
写
真
を
撮
っ
た
り
、
し
ゃ
べ
っ
た

り
と
疲
れ
を
感
じ
る
こ
と
も
な
く
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
話
し
足
り

な
い
、
飲
み
足
り
な
い
、
名
残
を
惜
し
む

愛
す
べ
き
仲
間
た
ち
。
や
が
て
、
窓
の
外

が
薄
暗
く
な
る
頃
3
次
会
、
4
次
会
へ
。

時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
て
、
長
い
け
れ
ど

も
短
い
1
日
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
開
催

に
あ
た
り
同
窓
会
事
務
局
の
方
々
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
22
名

の
各
ク
ラ
ス
代
表
の
幹
事
の
皆
さ
ん
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。
そ
し
て
、
出
席
し
て
く

れ
た
同
級
生
の
皆
さ
ん
、
素
敵
な
50
歳
で

し
た
。
楽
し
い
時
間
と
元
気
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。幹事

代
表　

大
橋　

真
人

高
校
８
期 

喜
寿
お
祝
い
同
窓
会

組織強化支援活動

高35期（昭58年卒）同窓会 高35期

高8期

則 岡 宏 牟
（高18期）

www.sunnyside-nn.net

◆ 地元、有田耐久会にご入会を！（お問い合わせは事務局 0737-62-4148）

総合ビルメンテナンス ・ 特定人材派遣

取締役会長
代表取締役

湯浅町駅前通商店街 TEL 62－3135

上 山 哲 司（高28期）

ドンキー

coffee & restaurant
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は
「
関
東
は
少
人
数
な
が
ら
度
々
逢
っ

て
い
る
」。
有
田
地
区
の
栗
山
長
治
さ
ん

か
ら
は
日
頃
の
情
報
、「
元
気
で
健
康
で

あ
る
」
と
い
う
お
話
。
そ
し
て
高
齢
と

な
っ
た
今
、
私
た
ち
は
日
々
ど
う
過
ご

せ
ば
い
い
の
か
を
医
師
の
立
場
か
ら
楠

林
哲
次
さ
ん
の
「
加
齢
の
す
ご
し
方
に

つ
い
て
」
の
お
話
。
引
き
続
い
て
、
欠

席
通
知
の
方
々
の
近
況
報
告
は
宝
本
悦

子
さ
ん
の
し
っ
か
り
と
し
て
柔
ら
か
い

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
心
地
よ
く
受
け
止
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

3
時
間
と
い
う
時
間
は
ア
ッ
と
い
う

間
に
過
ぎ
、
湯
田
豊
雄
さ
ん
の
閉
会
の

挨
拶
と
又
い
つ
か
元
気
な
再
会
を
願
っ

て
一
本
締
め
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
〝
い
つ
〞〝
ど
こ
で
〞
を
決
め

な
い
で
、
元
気
な
方
や
る
気
の
あ
る
方
が

お
世
話
下
さ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

幹
事
長
代
行　

三
浦　

敏
和

　

私
た
ち
63
期
卒
業
生
は
1
月
3
日
に
高
校
卒
業
後
初

め
て
同
窓
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
ク
ラ
ス
毎
や

一
部
の
メ
ン
バ
ー
で
の
集
ま
り
は
あ
り
ま
し
た
が
全
体

で
行
う
の
は
初
め
て
で
し
た
。
そ
の
同
窓
会
ま
で
の
経

過
と
当
日
の
様
子
を
報
告
し
ま
す
。

　

活
動
は
平
成
26
年
６
月
上
旬
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
い
う
ア
プ
リ
を
用
い
て
連

絡
を
と
り
あ
い
ま
し
た
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
グ
ル
ー
プ
ト
ー

ク
と
い
う
機
能
が
あ
り
、
そ
こ
に
メ
ン
バ
ー
を
招
待
し

て
み
ん
な
と
の
連
絡
を
円
滑
に
進
め
ま
し
た
。
第
一
回

目
の
会
議
を
7
月
20
日
に
有
田
川
町
の
ア
レ
ッ
ク
で
行

い
ま
し
た
。
9
月
27
日
に
も
集
ま
り
ま
し
た
。
一
組
は

会
場
設
営
、
二
組
は
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
、
三
組
は
企
画
、

四
組
は
葉
書
な
ど
、
五
組
は
代
表
幹
事
、
六
組
は
司
会

と
い
っ
た
感
じ
で
役
割
を
分
担
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
当
日
。
受
付
で
は
少
し
で
も
み
ん
な
が
懐
か

し
め
る
よ
う
に
と
、
幹
事
は
み
ん
な
高
校
の
制
服
を
着

用
。
制
服
を
着
た
の
も
３
年
半
ぶ
り
で
、
高
校
生
に
も

ど
っ
た
感
じ
で
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
会
う
同
級
生
や
先

生
方
。
元
担
任
の
先
生
方
は
た
い
て
い
の
方
が
退
職
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
は
、
４

年
の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
が
お
元
気
で
何
よ
り
で
し

た
。
個
人
的
に
は
サ
ッ
カ
ー
部
の
顧
問
だ
っ
た
平
松
猛

先
生
に
会
い
た
か
っ
た
も
の
で
す
。
同
級
生
は
社
会
人

に
な
り
、
少
し
落
ち
着
い
た
子
や
、
進
路
に
悩
む
子
、

こ
の
春
先
か
ら
新
た
な
一
歩
を
歩
み
だ
す
子
。
色
々
な

人
が
い
ま
し
た
。
み
ん
な
の
話
を
聞
い
て
自
分
も
し
ゃ

ん
と
し
な
い
と
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
先
生

方
は
、
教
え
子
の
そ
う
い
う
姿
を
見
ら
れ
て
と
て
も
嬉

し
そ
う
で
し
た
。
ま
だ
ま
だ
、私
た
ち
は
先
生
方
に
と
っ

た
ら
子
供
み
た
い
な
も
の
な
ん
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
同
窓
会
を
通
し
て
、
私
は
参
加
し
て
く
れ
た
み

ん
な
か
ら
の
「
企
画
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
、
お
疲

れ
様
」
と
い
う
言
葉
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
先

生
方
や
同
級
生
が
喜
ん
で
い
る
姿
っ
て
い
う
の
は
本
当

に
良
い
も
の
で
、
幹
事
達
に
し
か
分
か
ら
な
い
喜
び
な

ん
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
行
う
後
輩
達
は
、
企
画

す
る
苦
労
を
知
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
達
成
す
る

こ
と
で
感
じ
る
喜
び
が
あ
る
こ
と
を
覚
え
て
お
い
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　

幹
事
長　

小
林　

恒
之

　

卒
業
し
て
早
や
４
年
、
平
成
23
年
卒
業
生
の
同
窓
会

を
1
月
3
日
に
橘
家
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
、

幹
事
団
が
卒
業
生
１
３
５
名
と
恩
師
で
あ
る
先
生
方
十

名
（
田
津
原
、
水
野
、
川
村
、
西
川
、
那
須
、
秦
、
宮
崎
、

白
井
、
川
久
保
、
種
治
）
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

同
窓
会
は
、
六
組
幹
事
の
松
元
君
の
司
会
で
進
め
ら

れ
、
ま
ず
、
硬
式
野
球
部
卒
業
生
が
舞
台
に
上
が
り
、

高
校
時
代
さ
な
が
ら
に
校
歌
を
熱
唱
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
秦
先
生
の
乾
杯
の
音
頭
で
同
窓
会
が
開
会
さ
れ
ま

し
た
。
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
は
、
三
組
幹
事
の
山
下
君
と

廣
井
さ
ん
の
司
会
の
も
と
バ
リ
ス
タ
な
ど
豪
華
景
品
を

め
ざ
し
て
、
皆
さ
ん
大
盛
り
上
が
り
で
参
加
し
て
い
ま

し
た
。
二
組
幹
事
の
北
君
が
製
作
し
た
ビ
デ
オ
レ
タ
ー

で
は
、
懐
か
し
い
校
舎
や
行
事(

修
学
旅
行
・
ロ
ン
グ

ハ
イ
キ
ン
グ
・
球
技
大
会
・
体
育
祭
・
文
化
祭)

、
ま

た
昔
の
恋
人
と
の
写
真
が
流
れ
る
と
、
思
い
出
が
よ
み

が
え
り
笑
い
や
感
動
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
一
組
幹
事

の
的
場
君
、
黒
崎
さ
ん
の
司
会
で
行
わ
れ
た
美
男
美
女

を
決
定
す
る
「
ミ
ス
タ
ー
耐
久
・
ミ
ス
耐
久
決
定
式
」

で
は
、
参
加
者
か
ら
事
前
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
が
発
表
さ
れ
、
ミ
ス
タ
ー
耐
久
に
は
四
組
卒
業
生
の

宮
下
君
、
ミ
ス
耐
久
に
は
五
組
卒
業
生
の
佐
野
さ
ん
が

選
ば
れ
、
会
場
は
歓
喜
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
同
窓
会
に
参
加
し
た
全
員
が
「
ま
た
同
窓
会

を
し
た
い
」
と
思
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
ほ

と
ん
ど
が
今
年
の
春
か
ら
社
会
人
と
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
仲
間
や
先
生
方
と
の
素
晴
ら
し
い
出
会
い
や
思

い
出
を
大
切
に
新
た
な
道
を
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
さ
ら
に
成
長
し
た
姿
で
再
会
で
き
る
こ
と
を
心

か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　

幹
事　

中
尾　

真
也

組織強化支援活動

第63期同窓会 高63期

同窓の情報交換のスペースとして会報を活かしましょう。

太田久助吟製
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僕
た
ち
軟
式
野
球
部
は
現

在
十
九
人
（
内
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
三
人
）
で
、
顧
問
の
先
生

方
と
と
も
に
近
畿
大
会
優
勝

を
目
標
に
、
日
々
練
習
を
積

み
重
ね
て
い
ま
す
。

　

昨
秋
の
十
月
二
十
五
日
か

ら
行
わ
れ
た
秋
季
近
畿
地
区
高
等

学
校
軟
式
野
球
大
会
県
予
選
で

は
、
危
な
い
試
合
場
面
も
あ
り
ま

し
た
が
、
何
と
か
新
宮
高
校
に
３

―
０
で
勝
ち
、
優
勝
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
喜
ば

し
い
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
自
分
た
ち
が
単
に
頑
張
っ

て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な

く
、
昨
夏
の
南
部
高
校
戦
で
の
悔

し
い
敗
戦
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
日
以
来
、
常
に
南
部
高
校
と

い
う
名
前
を
出
し
、
練
習
に
励
ん

で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
回

戦
で
は
南
部
高
校
と
対
戦
し
、
延

長
戦
の
末
、
３
―
２
で
勝
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
チ
ー

ム
一
丸
と
な
っ
て
掴
み
取
っ
た

勝
利
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の

勢
い
が
最
後
ま
で
続
き
、
県
大
会

で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
２
年
連

続
近
畿
大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し

た
。

　

近
畿
大
会
の
初
戦
は
、
名
門
龍

谷
大
学
付
属
平
安
高
校
で
、
４
―

４
の
引
き
分
け
の
末
、
軟
式
野
球

大
会
の
規
定
に
よ
り
二
回
戦
に
進

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二

回
戦
は
神
港
学
園
神
港
高
校
と
対

戦
し
、
投
手
戦
の
末
、
１
―
０
で

勝
利
し
ま
し
た
。
決
勝
は
、
雨
が

降
る
中
、
大
阪
の
長
尾
高
校
と
対

戦
し
ま
し
た
。
悪
天
候
の
た
め
中

断
も
あ
り
、
軟
式
野
球
で
は
め
ず

ら
し
い
乱
打
戦
に
な
り
、
何
と
か

全
力
を
出
し
切
り
戦
い
ま
し
た

が
、
４
―
６
で
敗
れ
て
し
ま
い
、

一
昨
年
に
引
き
続
き
悔
し
涙
を
飲

み
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
戦
っ
た
結
果
、
準
優
勝
と
い
う

素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
胸
を
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
大
会
を
通
し
て
、
誰
も
が

で
き
る
と
は
限
ら
な
い
貴
重
な
経

験
を
し
、
人
に
対
す
る
礼
儀
や
お

も
て
な
し
の
精
神
、
道
具
の
大
切

さ
な
ど
、
当
た
り
前
の
こ
と
で
す

が
改
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
冬

の
シ
ー
ズ
ン
で
は
、
春
季
大
会
優

勝
・
春
季
近
畿
大
会
優
勝
と
い
う

目
標
に
向
か
っ
て
、
ま
た
一
か
ら

練
習
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

（
軟
式
野
球
部
員
二
年
生
）

『
編
集
後
記
』

　

真
健
美
は
、
耐
久
建
学
の
理
念
で
、
自

主
自
学
の
学
風
は
耐
久
の
誇
り
で
し
た
。

勉
学
に
励
み
、身
体
を
鍛
え
、感
性
を
磨
く
。

人
格
形
成
の
礎
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
今
、

認
識
を
新
た
に
し
た
い
も
の
で
す
。　
　

  

　

今
年
は
戦
後
70
年
、
67
期
の
２
６
７
名

が
、
平
和
と
成
熟
社
会
の
未
来
と
い
う
課

題
を
担
っ
て
巣
立
ち
ま
す
。
幸
多
か
れ
と

祈
り
ま
す
。

　

会
報
35
号
は
、
表
紙
に
こ
だ
わ
り
ま
し

た
。
編
集
委
員
の
カ
メ
ラ
自
慢
が
、
郷
土

の
風
景
を
撮
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
稲
む

ら
の
火
を
掲
載
し
ま
し
た
。　

　

特
集
は
、
89
歳
で
現
役
の
マ
ラ
ソ
ン
ラ

ン
ナ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
上
野
山

馨
氏
に
大
西
会
長
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま

し
た
。
長
く
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
趣
味
に
さ
れ
、

60
歳
で
初
め
て
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
、

今
も
一
日
20
㎞
を
走
り
大
会
に
備
え
て
い

る
そ
う
で
す
。
ま
さ
に
「
健
康
寿
命
の
鑑
」、

勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
頑

張
っ
て
下
さ
い
。

　

関
東
耐
久
会
・
関
西
耐
久
会
は
、
行
事

や
懇
親
会
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
さ
ら
に

結
束
を
固
め
、
各
期
同
窓
会
で
は
、
旧
交

を
温
め
あ
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
関
西
耐

久
会
は
則
岡
宏
牟
氏
が
新
会
長
に
な
り
ま

し
た
。
横
山
享
前
会
長
、
永
年
ご
苦
労
様

で
し
た
。

　
﹇
絆
﹈
の
欄
は
、「
軟
式
野
球
部
の
巻
」

で
す
が
、
昨
秋
の
近
畿
大
会
で
準
優
勝
の

戦
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
健
闘
を
称
え
ま

す
。

　

投
稿
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
県
下
の
高
校
同
窓
会
で
年

2
回
、
会
報
を
発
行
し
て
い
る
の
は
耐
久

だ
け
だ
そ
う
で
す
。
よ
り
充
実
し
た
楽
し

い
紙
面
に
す
る
た
め
た
く
さ
ん
の
投
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　

胸
を
張
り

　
　
　

通
ひ
な
れ
た
る

　
　
　

こ
の
道
は

　
　

明
日
か
ら
歩
く

　
　
　

術す
べ

を
ば
記し
る

す

・
高
三
の
わ
が
歌
載
り
し
文
芸
部
文
集

　
　
　
　
　
　
　
「
麻
裳
」
書
架
に
埋
も
れ
て
（
母
校
の
思
い
出
）

戎　
　
　

和　

男

（
高
７
期
）

・
こ
の
星
の
同
じ
時
代
に
生
ま
れ
来
て

　
　
　
　
　
　
　

言
葉
を
交
わ
す
縁
の
奇
跡

下　

野　

香　

代

（
高
２０
期
）

前　
　
　

寿　

二

（
高
１３
期
）

・ 

皸 

や 

太
く
て
長
き 

生
命
線

あ
か
が
り

し
わ

お
も  

わ

半　

辺　

み
つ
子

（
高
18
期
）

・
初
鏡 

皺
も
風
格 

面
輪
か
な
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◎
『
地
域
の
絆
で

　
　
　

死
者
ゼ
ロ
の
奇
跡
！
』

　

昨
年
十
一
月
、
長
野
県
北
部
最

大
震
度
６
弱
の
大
地
震
が
発
生
。

被
害
規
模
は
白
馬
、
小
谷
（
お

た
り
）、
小
川
の
３
村
を
中
心
に

重
軽
傷
者
46
名
、
建
物
の
全
半
壊

１
４
１
戸
、
一
部
損
壊
１
４
２
６

戸
に
上
っ
た
。
し
か
し
死
者
は
ゼ

ロ
。
そ
こ
に
は
地
域
の
絆
が

あ
っ
た
と
新
聞
、
テ
レ
ビ
が
報

じ
た
。

　

地
震
発
生
は
午
後
10
時
過

ぎ
、
床
に
入
っ
た
Ａ
さ
ん
の

上
に
２
階
が
床
ご
と
落
下
し

下
敷
き
に
。
し
か
し
、
安
否

確
認
に
回
っ
て
い
た
近
所

の
人
た
ち
が
発
見
、
油
圧

ジ
ャ
ッ
キ
で
隙
間
を
作
り
、
布
団

ご
と
引
き
ず
り
出
さ
れ
九
死
に
一

生
を
得
た
。
救
出
は
地
震
発
生
か

ら
10
数
分
だ
っ
た
。チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

を
使
い
、
が
れ
き
を
ど
け
て
救
出

さ
れ
た
人
。
人
間
の
手
で
は
持
ち

上
が
ら
ず
、
近
く
の
建
設
会
社
の

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
屋
根
を
持
ち

上
げ
助
け
出
さ
れ
た
人
も
い
た
。

　

こ
の
奇
跡
は
普
段
か
ら
の
地
域

住
民
の
厚
い
交
流
、
困
っ
た
時
の

助
け
合
い
か
ら
生
ま
れ
た
。
地
域

の
絆
が
い
か
に
大
切
な
の
か
、
改

め
て
学
ん
だ
。

◆
ご
献
金
に
感
謝

・
高
8
期
同
窓
会
様

・
高
20
期
同
窓
会
様

絆 絆 
軟
式
野
球
部
の
巻

部活OB・OGたちの 


